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○漁業カイゼン講習会等による周知活動

「安全な漁業労働環境確保事業（補助事業）」により実施している漁業カイゼン講習会等において、
関係省庁やライフジャケットメーカー等と連携し、着用率向上のための講習内容を充実

【以下の講習内容を充実】
・小型船舶の海難発生状況等について紹介

・ライフジャケットの着用義務範囲の拡大についての制
度改正ポイント等について紹介
・ライフジャケットの種類や特性（機能等）の紹介
・ライフジャケットの着用普及ビデオの上映
・ライフジャケットの着用普及アンケートの実施
・全国漁協の着用推進取組優良事例の紹介等

全国会議（東京開催）を開催し、都道府県漁業協同組
合連合会等の安全担当者を対象として、海難の未然
防止等知識の普及を担う「安全推進指導員」を養成
するための研修を実施

全国で「漁業カイゼン講習会」を開催し、漁業者を対象
として、漁船の労働環境の改善や海難の未然防止等
について知識を有する「安全推進員」を養成するため
の研修を実施

（１）漁業労働環境カイゼン対策会議（９月開催） （２）漁業カイゼン講習会（周年開催）

着用率向上のため新たに講習内容を充実 国土交通省、海上保安庁、ライ
フジャケットメーカー、漁業関係
団体と連携

ライフジャケット着用率向上を推進 2



○全国漁船安全操業推進月間における周知活動

毎年10月の「全国漁船安全操業推進月間」において、漁業関係団体や関係省庁が連携し、漁業関
係者に対して、ライフジャケットの着用推進等事故防止キャンペーンを実施

・月間ポスターにおいて、ライフジャケットの着用推進のための内容を更に充実
・月間ポスターの水産庁ホームページへの掲載
・ライフジャケットの着用状況調査等を実施
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○周知文や関係会議における周知活動

着用義務化の周知文を発出（平成28年７月実施予定）
「船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則」改正の公布後（平成28年７月予定）に、都道府
県の水産部局や漁業関係団体等に対しライフジャケットの着用義務範囲拡大についての周知
文を発出

全国漁業協同組合連合会担当者会議（平成28年９月開催予定：全漁連）
全漁連傘下の都道府県漁業協同組合連合会の担当者を参集する会議において、ライフジャ
ケットの着用義務範囲の拡大についての制度改正ポイント等について説明するとともに、漁
業関係者に対し着用推進に係る周知活動を依頼

都道府県水産主務課長会議（平成29年３月開催予定：水産庁）
都道府県の水産主務課長を参集する会議において、ライフジャケットの着用義務範囲の拡大
についての制度改正ポイント等について説明するとともに、漁業関係者に対し着用推進に係
る周知活動を依頼

漁業調整事務所長会議（平成29年３月開催予定：水産庁）
水産庁漁業調整事務所長を参集する会議において、ライフジャケットの着用義務範囲の拡大
についての制度改正ポイント等について説明するとともに、漁業関係者に対し着用推進に係
る周知活動を依頼

新たに以下の周知文や関係会議における周知活動を実施
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○漁業者のためのライフジャケット着用推進ガイドラインの改訂

平成29年７月予定のライフジャケットの着用義務範囲拡大に向け、漁業者の方々に常時ライフ
ジャケットを着用していただくための着用ポイント等を取りまとめた「漁業者のためのライフジャケッ
ト着用推進ガイドライン」を改訂
ガイドラインの改訂作業を行うにあたって、以下の研究会を設置

【ライフジャケット着用推進ガイドライン研究会】
○構成メンバー
関係業界団体、学識経験者、
関係省庁（国土交通省、海上保安庁）、水産庁

○検討項目
ライフジャケットの着用義務範囲の拡大に向けた
内容の改訂

○スケジュール
平成28年９月：第１回ライフジャケット着用推進

ガイドライン研究会を開催し、改
訂内容を検討

平成29年３月：第２回ライフジャケット着用推進
ガイドライン研究会を開催し、改
訂版ガイドラインを決定・公表
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ライフジャケット選定に関する現地調査

国立研究開発法人 水産総合研究センター
水産工学研究所

○着用状況調査を踏まえた着やすいライフジャケットの追求（開発）

水産庁では、平成25年度から、「安全な漁業労働環境確保事業（補助事業）」により、ライフジャ
ケット着用向上のための調査を、国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産工学研究所に委
託して実施中 。
調査結果は平成29年度に取りまとめを行い、調査結果に基づいて、様々な漁業現場等に応じた
適切なライフジャケットの選定方法及び改善点について漁業関係団体等に提案するとともに、着
やすいライフジャケットを追求（開発）

【目的】

漁業の安全性向上のためのライフジャケット着用における現状と課題等について分析し，適切なライフジャケット選定に資することを目的とする。

【内容】

漁業における船上作業等を調査し、「かさばる、ひっかかる等」ライフジャケット着用を阻害する作業面の要因を分析する。
板びき網漁業の揚網選別の様子

のり養殖業の支柱立て作業の様子

資料：国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産工学研究所 6



○ライフジャケット着用推進のための広報活動

周知・啓発ポスター、パンフレットの配布（デザインは国土交通省で検討中）
作成部数：ポスター約５千部、パンフレット約７万部
配布先：都道府県水産部局、都道府県漁連や各漁協、その他の漁船漁業団体等

水産庁ＨＰの充実
ライフジャケットの種類や機能の紹介、安全サイト（海上保安庁、国土交通省、全国漁業協同組合連
合会等）へのリンクを掲載、ライフジャケット着用推進の取組優良事例について紹介

広報誌への掲載
ライフジャケット着用推進策について広報誌等へ掲載

○その他の着用推進策

発信器付きライフジャケットの普及等を推進
海中転落時にライフジャケットの位置が把握できる装置の普及等について、漁業関係者等の意見を
取りまとめてメーカー側と検討

ライフジャケット着用推進取組優良事例の表彰制度の創設
全国の各漁協で実践しているライフジャケット着用推進の取組優良事例について、表彰する制度を
創設
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